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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに  

棚田は、生産・保水・洪水調節・土壌侵食防止・景観等の多

面的機能を有するが、経済性の悪さ・労働力不足・高齢化等に

より耕作放棄地が増加しつつある。これに対し、全国各地でオ

ーナー制・グリーンツーリズム・全国棚田サミット・棚田米ブ

ランド化等、地域活性化を目的として様々な棚田保全活動が展

開されている。しかし、これらの施策を地域の実情に応じて選

択する戦略づくりが課題となっている。本研究は徳島県上勝町

を対象に海外の開発援助立案で用いられている PCM 手法を適

用することで棚田保全戦略の立案を試みたものである。 

２．２．２．２．PCM 手法手法手法手法     

PCM 手法とは、プロジェクトの計画立案・実施・評価という

一連のサイクルを PDM（プロジェクト・デザイン・マトリックス）と

呼ばれるプロジェクト概要表を用いて運営管理する手法である。1990

年に FASID（国際開発高等教育機構）によって開発され、JICA（国際

協力事業団）の技術協力事業に導入されて現在標準的手法となってい

る。PCM 手法には参加型計画手法とモニタリング・評価手法が開発さ

れているが、本研究では参加型計画手法を用いた。参加型計画手法は、

図－１のように参加者分析・問題分析・目的分析・プロジェクト選択

からなる分析段階と、PDM・活動計画表からなる立案段

階で構成され、各ステップを計画立案者・住民・関係者

らが集まって行うワークショップ（写真－１）によって

進めるという特徴を持っている。本研究では表－１の上

勝町の棚田保全に関わる十数名で PCM・WS を実施した。 
３．棚田保全戦略の検討３．棚田保全戦略の検討３．棚田保全戦略の検討３．棚田保全戦略の検討     
（１）参加者分析（１）参加者分析（１）参加者分析（１）参加者分析    参加者分析は、プロジェクトによって

直接的・間接的に影響を受ける個人やグループを抽出し、

さらに、プロジェクト進行上重要と考えられるグループに

ついては、問題点・長所等の詳細を分析する。これによっ

て、プロジェクトにおける利害、問題を分析するプロセス

である。棚田保全戦略に対しては、表－２に示す参加者が

抽出され、表－３に示す町民・耕作者・役場の詳細分析が

参加者によって行われた。 

 

実施計画立案 評価

プロジェクト

プロジェクト
の選択参加者分析 目的分析問題分析

分析段階

立案段階

ＰＤＭ（ ※プロジェクト概要表） 活動計画表

参加型計画手法

実施計画立案 評価

プロジェクト

プロジェクト
の選択参加者分析 目的分析問題分析

分析段階

立案段階

ＰＤＭ（ ※プロジェクト概要表） 活動計画表

参加型計画手法

※）1983 年にドイツの技術協力会社（GTZ）が、米
国国際開発庁（USAID）が開発したログフレーム
（1990 年代後半）を PDM として再開発して導入。
日本では 1990 年に国際開発高等教育機構（FASID）
が日本の現状にあうように導入・開発した。 

図－１ ＰＣＭ手法（参加型計画手法）

表－３ 参加者分析（詳細分析） 
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表－２ 参加者分析（参加者抽出） 

上勝町民
勝浦町民
棚田耕作者
上勝町役場

農協
土木設計者
四国電力
ＮＴＴ
棚田耕作者
小中学校
役場の担当職員

上勝町役場
上勝町民
農水省
徳島県庁

棚田耕作者
地域住民
子供達
米を買う消費者
山菜を採る人
建設業者
登山者

潜在的反対者実施者財政負担者受益者

上勝町民
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棚田耕作者
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農協
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ＮＴＴ
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潜在的反対者実施者財政負担者受益者

写真－１ WSの写真 

表－１ PCM・WS参加者の属性と人数 

徳島林業振興課(1人)・上勝町役場(2)・ 上勝町棚田を考える会(2)
農政クラブ(1)・ 徳島県立博物館(1) ・勝浦川流域ネットワーク(1)
井川町役場(1)・徳島大学(3) ・建設材料試験所(2)　　　　計14名

徳島林業振興課(1人)・上勝町役場(2)・ 上勝町棚田を考える会(2)
農政クラブ(1)・ 徳島県立博物館(1) ・勝浦川流域ネットワーク(1)
井川町役場(1)・徳島大学(3) ・建設材料試験所(2)　　　　計14名



 

 

（２）問題分析（２）問題分析（２）問題分析（２）問題分析    問題分析は、WS 参加者の議論に

より中心問題を決定し、中心問題から「原因－結果」

関係に従って問題系図を合議で作成するプロセスで

ある。図－２が作成された系図である。中心問題は

「このままでは棚田を保全することができない」と

なり、その直接原因は上勝町においては「棚田の耕

作が続けられない」、「耕作者が棚田の良さを知らな

い」等であることが明確になっている。 

（３）目的分析（３）目的分析（３）目的分析（３）目的分析 目的分析は、「原因－結果」関係

の問題系図を「手段－目的」関係に変換し、プロジ

ェクト立案の足がかりとなる目的系図を作成するプ

ロセスである。この場合、ポジティブな表現を用い

ることが原則である。図－３が作成された目的系図

である。中心目的は「保全可能な棚田が増える」と

され、その直接手段は「現状の耕作が続けられる」、

「耕作者で棚田の良さがわかっている人が多くな

る」等となることが明らかになった。 

（４）プロジェクト選択（４）プロジェクト選択（４）プロジェクト選択（４）プロジェクト選択 プロジェクト選択は、目

的系図から単一の目的をもった手段群（アプローチ）

を複数抽出し、そこからプロジェクトを選択するプ

ロセスである。今回抽出されたアプローチを表－４に

示す。表－５に示すように各アプローチ間の比較を行

ってプロジェクトを選択する。 

（５）（５）（５）（５）PDM    次にＰＤＭを用いて、プロジェクトの目

的体系とその管理指標、成功のための条件を整理する。

プロジェクト選択の結果、「交流アプローチ」と「収支

改善アプローチ」を組み合わせた「耕作やりがいプロ

ジェクト」のＰＤＭを作成した。詳細は省略する。 

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ PCM 手法の導入により、論点や検討順序を明確にして議論を進めることができ、具体的なプロ

ジェクト案が練られたといえる。参加者からも有意義であったとの評価が得られている。今後はプロジェク

トの具体化を進め、手法の有効性を確認していきたいと考えている。本研究は科学研究費萌芽的研究の助成

を受けた。PCMに関しては東京大学海洋研究所石田健一氏の協力を得た。 
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表－４ WSで抽出された保全アプローチ 

表－５ 「棚田保全戦略」におけるアプローチの比較
 費用 実効性 反対者 効果 

人手不足対策アプローチ 少ない 高い 
（圃場デザイン作法・景観条例） 少ない 普通 

収支改善アプローチ 多い（品種改良費・道整備費） 低い 多い（役場の予算の問題・地域住民） 大 
交流アプローチ 少ない（ボード設置費） 高い 少ない 普通 

棚田ファン増加アプローチ 普通（宣伝費・棚田研究費） 普通（研究報告会・棚田説明会） 少ない 普通 

（著者が作成したもの、WSでは省略している） 
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